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問題意識と研究の目的

背景：人口の高齢化⇒適切なエアコンの利用

太陽光発電の増加⇒春秋の正午ごろ出力制御が必要な状況に

よりも， との考え方への変更が必要では？

住宅の が注目されつつある。
⇒Home Energy Management System (HEMS) への期待

人々が受け入れ可能なDSM実施のためには，家庭のライフスタイルとの関連にお
いて，時間帯別に電力消費動向を分析することが必要

⇒社会統計を用いて した。

どのタイプの家庭が，いつ，どのような方法でならDSMに応じることができるか
を確認することで， することが研究の目的。



使用されるデータ ライフスタイル違いの捉え方 問題点

アンケート調査データ
(サンプルサイズが限定的)

住民の行動パターンの違い 工学分野の研究を中心に詳細な
データ収集がされるケースもあ
るが，公開されないデータが用
いられている。

社会経済的要因

心理学的要因

家電の使用方法の違い

社会統計
(サンプルサイズが大きい)

家計属性の違い データの時間的な解像度が低い。
(月単位，年単位など)人口学的要因

電力消費(節電)行動とライフスタイルとの関連についての先行研究

人々の電力消費行動は，価格や所得等の経済学的変数以外の要因(個々のライフスタイルに起因
する要因)の影響を受けるという考え方は多くの先行研究で定着しつつある。



研究の方法

(B票)

一日を96の15分間に分け，各時間帯に
人々がそのような行動をしているかを

調査

(資源エネルギー庁)

家電別15分当たり節電量の推定
買い替え／使い方の工夫／使用中止

15分ごとの

時間帯別
家庭の属性別

家電の買い替え／使い方の
工夫／使用中止 別



夏 冬
買い替え 使い方 使用中止 買い替え 使い方 使用中止

一日

単身世帯(65歳未満) 45.8 35.5 39.9 51.6 65.2 80.5
単身世帯(65歳以上) 33.8 29.1 33.7 37.1 53.7 68.6
夫婦世帯 71.9 63.3 93.5 78.0 114.5 166.3
夫婦と子供世帯 122.4 118.6 195.7 131.5 215.6 335.5
片親と子供の世帯 26.1 22.6 35.2 28.7 41.2 61.3
3世代世帯 27.9 26.4 46.5 29.9 47.6 77.0

09:00 -
15:00*

単身世帯(65歳未満) 5.7 2.5 1.3 7.0 4.3 3.1
単身世帯(65歳以上) 7.4 6.3 7.3 8.2 11.6 14.7
夫婦世帯 17.4 15.5 22.3 18.9 27.8 39.8
夫婦と子供世帯 33.2 34.7 52.8 35.6 62.9 93.7
片親と子供の世帯 3.0 1.9 1.9 3.6 3.2 3.6
3世代世帯 7.5 7.6 11.2 8.1 14.0 20.4
一日合計 327.9 295.5 444.5 356.8 537.7 789.2
09:00-15:00 合計 74.2 68.6 96.9 81.3 123.8 175.2

節電ポテンシャルの推計結果(GWh)

*電力のスポット価格が高く，DSMの経済効果が大きいと考えられる時間帯
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節電ポテンシャルカーブ (冬，買い替え)



0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

0
:0

0
-0

:1
5

0
:4

5
-1

:0
0

1
:3

0
-1

:4
5

2
:1

5
-2

:3
0

3
:0

0
-3

:1
5

3
:4

5
-4

:0
0

4
:3

0
-4

:4
5

5
:1

5
-5

:3
0

6
:0

0
-6

:1
5

6
:4

5
-7

:0
0

7
:3

0
-7

:4
5

8
:1

5
-8

:3
0

9
:0

0
-9

:1
5

9
:4

5
-1

0
:0

0

1
0

:3
0

-1
0

:4
5

1
1

:1
5

-1
1

:3
0

1
2

:0
0

-1
2

:1
5

1
2

:4
5

-1
3

:0
0

1
3

:3
0

-1
3

:4
5

1
4

:1
5

-1
4

:3
0

1
5

:0
0

-1
5

:1
5

1
5

:4
5

-1
6

:0
0

1
6

:3
0

-1
6

:4
5

1
7

:1
5

-1
7

:3
0

1
8

:0
0

-1
8

:1
5

1
8

:4
5

-1
9

:0
0

1
9

:3
0

-1
9

:4
5

2
0

:1
5

-2
0

:3
0

2
1

:0
0

-2
1

:1
5

2
1

:4
5

-2
2

:0
0

2
2

:3
0

-2
2

:4
5

2
3

:1
5

-2
3

:3
0

節電量

(GWh)

時間帯

その他

電気便座

冷蔵庫

電気カーペット

エアコン

掃除機

衣類乾燥機

液晶テレビ

節電ポテンシャルカーブ (冬，使い方)

09:00-15:00



0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

0
:0

0
-0

:1
5

0
:4

5
-1

:0
0

1
:3

0
-1

:4
5

2
:1

5
-2

:3
0

3
:0

0
-3

:1
5

3
:4

5
-4

:0
0

4
:3

0
-4

:4
5

5
:1

5
-5

:3
0

6
:0

0
-6

:1
5

6
:4

5
-7

:0
0

7
:3

0
-7

:4
5

8
:1

5
-8

:3
0

9
:0

0
-9

:1
5

9
:4

5
-1

0
:0

0

1
0

:3
0

-1
0

:4
5

1
1

:1
5

-1
1

:3
0

1
2

:0
0

-1
2

:1
5

1
2

:4
5

-1
3

:0
0

1
3

:3
0

-1
3

:4
5

1
4

:1
5

-1
4

:3
0

1
5

:0
0

-1
5

:1
5

1
5

:4
5

-1
6

:0
0

1
6

:3
0

-1
6

:4
5

1
7

:1
5

-1
7

:3
0

1
8

:0
0

-1
8

:1
5

1
8

:4
5

-1
9

:0
0

1
9

:3
0

-1
9

:4
5

2
0

:1
5

-2
0

:3
0

2
1

:0
0

-2
1

:1
5

2
1

:4
5

-2
2

:0
0

2
2

:3
0

-2
2

:4
5

2
3

:1
5

-2
3

:3
0

節電量

(GWh)

時間帯

その他

こたつ

電気カーペット

照明

エアコン

食洗器

掃除機

衣類乾燥機

電子レンジ

炊飯ジャー

液晶テレビ

節電ポテンシャルカーブ (冬，使用中止)

09:00-15:00



0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

0
:0

0
-0

:1
5

0
:4

5
-1

:0
0

1
:3

0
-1

:4
5

2
:1

5
-2

:3
0

3
:0

0
-3

:1
5

3
:4

5
-4

:0
0

4
:3

0
-4

:4
5

5
:1

5
-5

:3
0

6
:0

0
-6

:1
5

6
:4

5
-7

:0
0

7
:3

0
-7

:4
5

8
:1

5
-8

:3
0

9
:0

0
-9

:1
5

9
:4

5
-1

0
:0

0

1
0

:3
0

-1
0

:4
5

1
1

:1
5

-1
1

:3
0

1
2

:0
0

-1
2

:1
5

1
2

:4
5

-1
3

:0
0

1
3

:3
0

-1
3

:4
5

1
4

:1
5

-1
4

:3
0

1
5

:0
0

-1
5

:1
5

1
5

:4
5

-1
6

:0
0

1
6

:3
0

-1
6

:4
5

1
7

:1
5

-1
7

:3
0

1
8

:0
0

-1
8

:1
5

1
8

:4
5

-1
9

:0
0

1
9

:3
0

-1
9

:4
5

2
0

:1
5

-2
0

:3
0

2
1

:0
0

-2
1

:1
5

2
1

:4
5

-2
2

:0
0

2
2

:3
0

-2
2

:4
5

2
3

:1
5

-2
3

:3
0

節電量

(GWh)

時間帯

2時間早く

現状

09:00-15:00

✓ 家電を2時間前倒しして使うと，09:00－15:00の間の節電ポテンシャルが1.3% (2.3 GWh) 増加する。
✓ カーブの最大値と最小値の格差が9.6% 減少する。

DSMの効果①家電の使用時間をずらす (冬，使用中止)
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単身世帯(65歳未満)
単身世帯(65歳以上)
夫婦
夫婦と子供
片親と子供
三世代世帯
平均

* 直前の時間帯の節電量を1とした時の当該時間節電量の大きさ

DSMの効果②コミュニティーレベルのEMSの効果 (冬，使用中止)



まとめ

✓ 社会統計を用いて時間解像度の高い人々の電力消費行動を分析するための「節電ポテンシャルカーブ」
を作成した。

✓ 社会全体には，地震などの災害時に，機能し得る節電ポテンシャルがあることを確認した。
✓ 「夫婦と子供」世帯による節電貢献が大きいと考えられるので，この世帯をターゲットにしたDSMプロ
グラムを設定することが効果が大きいと考えられた。

✓ 買い替え対策では照明のLED化の効果が大きい。世帯によっては冷蔵庫の買い替え効果も大きい。
✓ 使い方の工夫対策では空調の使い方改善による効果が大きい。
✓ 使用中止対策では，空調による効果が大きい。時間帯によっては，掃除機，電子レンジ，液晶テレビの
使用中止効果も大きくなる。

✓ 2つのDSMの効果が確認された。
• 家電の使用時間帯をずらす効果
• コミュニティーレベルのエネルギーマネジメントを実施する効果

✓ 本研究では，100％の世帯が節電行動やDSMに応じるとした場合の，最大ポテンシャルを計算している。
✓ その結果十分に意味のある大きさの節電効果やDSM効果が存在することが確認できた。
✓ ただし現実的にそのうちの何％の世帯が実際に節電行動をとったり，DSMに応じたりするかを調査する
必要がある。

残された課題



Satoshi Nakano, Ayu Washizu
“In Which Time Slots Can People Save Power? An 
Analysis Using a Japanese Survey on Time Use,” 
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